
 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 部活動の地域展開（移行）について２  

先日、部活動の地域展開（移行）について、３月から

地域クラブの申請がスタートすることをお知らせしまし

た。それに伴い、本校の各部活動の準備の進捗状況や、

令和８年度からの休日の活動を円滑に行うための確認・

問点の解消のため、３月はじめに臨時の部活動育成会総

会を開催することといたしました。正式なご案内は、後

日お届けいたします。その際に、今後の部活動育成会の

在り方についても協議をしていきたいと考えています。

よろしくお願いいたします。 

〇 第 39 回卒業生 卒業記念品をご紹介します！  

第 39 回卒業生の皆

さまからの「卒業記念

品」が学校に届きまし

たので、ご紹介させて

いただきます。卒業式

の際に記念撮影をする

ための、「卒業証書バ

ックパネル」です。パ

ネルの素材はテント生

地、フレームはアルミ

製の折り畳み式のもの

です。とても丈夫で扱いやすい素晴らしいパネルが完成

しました。早速、今年の卒業式でお披露目し、たくさん

の記念写真を撮影して思い出を残してほしいと思いま

す。第３９回卒業生のみなさん、本当にありがとうござ

いました。大切に使わせていただきます。これから多く

の卒業生たちが、このパネルの前で一生の思い出を撮影

することになると思います。 

なお、今回の卒業記念品のパネルの制作にあたり、真

城中学校育友会から一部補助をしていただきました。本

当にありがとうございました。また、２日間にわたり集

金をしていただいた３年生の学年理事の皆さま、パネル

のデザインや業者との打合せをしていただいた皆さまに

も感謝いたします。多くの皆様のご協力で、素晴らしい

パネルが完成しました！このパネルの前で。卒業生の皆

さん、そして保護者の皆さまのたくさんの笑顔が見れる

ことを、心から楽しみにしています。 

学校教育目標 
〇 広い心と公正な判断力のある、情操豊かな生徒を育成する。（徳育） 
〇 自ら求めて学び、豊かな知性を備え、創造力に富む生徒を育成する。（知育） 

〇 健康でたくましく、忍耐力に富む生徒を育成する。（体育） 
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〇 ３月の行事予定  

 今年度の最後の月の行事予定をお知らせします。また、４

月始めの行事予定も併せてお知らせいたします。来年度は始

業式、入学式の実施日が例年より遅くなります。 

 

３月２日（月） 表彰伝達、生徒集会 

 

３日（火） ３年生を送る会 

       1・2 年生で計画中です！ 

  

５日（木） 公立高校一般選抜合格発表 

 

１０日（火） 卒業証書授与式  

        9 時 30 分開式 

         8 時 30 分開場 

        ※卒業式の実施日は、 

         市町によって異なります。 

 

１２日（木） 公立高校チャレンジ選抜 

 

１５日（日） 家庭の日・ノー部活動デー 

 

１７日（火） 市内小学校卒業証書授与式 

 

２０日（金） 春分の日（祝日） 

 

２３日（月） 大掃除 

２４日（火） 修了式・離任式 

 

２５日（水）～学年末休業日 

 

４月１日（水）～学年始め休業日 

  ８日（水） 始業式・着任式 

  ９日（木） 入学式（午後） 

１０日（金） 小学校入学式（午前） 

 

※ 例年と、始業式・入学式の日が異なります。 

  ご確認をお願いします。 



〇 今日の給食（２月１３日）  

2 月１３日（金）の給食は、だんご汁、ささみカツ、れ

んこんのキンピラ、でした。だんご汁は具沢山で、本命の

「だんご」を探すのに苦労するほどでした。里芋やごぼう、

こんにゃくなど、たくさんの具材が入っていて、大満足でし

た。ささみカツは、ボリューム満点で、生徒たちも大喜びで

した。下味がしっかりとついているので、ソースなしでも美

味しく食べることがでできました。これも、給食に隠された

工夫なのだと感じます。れんこんのキンピラは、触感がサク

サクしていました。れんこんの旬は「秋から冬」と言われる

ので、冬のれんこんを堪能しました。 

金曜日の昼の放送で、給食委員会の取組として、「給食セ

ンターの方々へ感謝の手書きを書こう」という目標が紹介さ

れていました。調理される方へ直接感謝の気持ちを伝える機

会はめったにないので、１年分の感謝の気持ちを、しっかり

と表してほしいと思います。 

実は、この学校だよりの「今日の給食」のページを、給食

センターの方々へお届けしています。感謝の気持ちを少しで

も伝えたいという思いで、私も続けています。 


